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岩手・宮城内陸地震から 2年 
 震災から２年を迎えた被災地の栗原市に、６月１３日、

１４日と行われた復興イベントに参加してきました。オー

ルとちぎでは震災以後、”NPO 法人ハートネットふくしま”

と共に栗原市岩ヶ崎に事務所をお借りして、「くりこま応援

の会」として毎週日曜日にカレーの日を企画したり、復興支援の制度的なことへの対応(情報提供など)などを

行ってきました。今回、震災から 2 年を迎えにあたり、耕英地区の皆さんが記念誌を作り上げました。震災

の記録を後世に残したいと作り上げました。また、開拓地である耕英地区。開拓 1 世の方々は、何もない荒

野を開墾し自分たちの土地を手に入れました。栗駒山を望む高地にある耕英地区。耕英開拓の象徴もいうべき

「駒の湯」は、地震で起きた土石流によって流され尊い命が失われました。

駒の湯があった場所に慰霊碑が建立され、慰霊のため参加させていただき

ました。 

 今回は、栃木より６名で向かいました。山を登ること 40 分。路にはピ

ンク色の花が私たちを出迎えてくれます。そして、耕英の皆さんの思いの

旗が迎えてくれます。「山脈
やまなみ

ハウス」

の駐車場に出来た特設ステージで、

グループサウンズのバンドの音楽が

響きわたっていました。今回の主催

は、“女性部”。開拓 2 世を支えたお

母ちゃんたちが奮闘します。本日発

売の「山が動いた」も販売中。山脈

ハウスで昼食を済ませて何人かは、

花山地区へ向かいました。そちらで

は、旧川口町荒谷地区の方が来て、復興に向けた取り組みが紹介された

そうです。耕英組は、午後からの式典に出席。沢山の方々によって復興

が進んでいることを、挨拶者の数からうか

がい知れました。 

 

 

 

 

 



 式典後、駒の湯の慰霊碑会場へ。夕暮れと共にキャンドル

に灯りをともします。慰霊碑は、駒の湯があった場所を望む

場に立ちました。目の前の平らな部分は、本来は沢で、山か

らの土砂が 30ｍも堆

積しているとのこと。

山が崩れる程の自然の

脅威。人間にはどうす

ることもできません。

しかし、地震も自然。

この土砂で埋め尽くされた土地も、自然

の姿として後世に存在し続けます。慰霊碑に焼

香し、お亡くなりになった方々の冥福をお祈り

しました。 

山脈ハウスに戻って皆さんで杯を傾けます。

イワナをはじめとした耕英の御馳走が並びま

す。開拓 3 世が中心となって、イワナの燻製

を開発中で、試作したものを試食してもらい皆

さんの意見を聞こうと、燻製プロジェクトに挑

戦中でした。また、震災から 3 世世代と共に

復興に向けて活動している若者の中からカッ

プ誕生。忌わし日ではあるけれど、復興に向けて進み始めた日として、6 月 1

4 日に入籍することにした“塚ちゃんとすがっち”。おめでとうございます。この２年間で耕英地区の人たち

の並ならぬ努力と連携により少しづつではありますが、着実に復興していることを感じました。これからも「よ

そ者（地区外の支援者）」としてかかわり続けたいと思います。 

 

 「とちぎ Vネット災害救援ボランティア基金」へご寄付を 
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